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　平成30年５月22日、町は「調査特別委員会の中間報告を受けて」を説明し、町立病院の方向
性について、１月30日に調査特別委員会から出された中間報告の意見を真摯に受け止め、「入
院機能を保持」し、「公設公営」とする旨の病院骨格に関する政策の見直しを行なった。
　６月７日に特別委員会は、町の議会への検討依頼を受けて、意見の取りまとめを10月までに
行い提出することを決めた。
　その後、６回の特別委員会を開催し、下記のとおり11項目について調査検討した結果を取り
まとめた。町はこれを重く受け止めて、病院改築基本方針の策定に反映させるよう求めるもので
ある。

記
１　病床の確保
　病床の確保にあたっては、改築後の新たな「町立病院像」を示し、長期的シミュレーションの下、将来
の病床転用や複合施設の想定も行い、町民に信頼・安心される病院づくりに向けた将来展望を持った検討
が必要である。
　また、病床数は、包括ケアシステム、救急告示、老健施設、在宅医療などとも関連することから、全体
の医療体制としての検討が必要である。
さらに、町内の医療環境や公的医療の必要性などを勘案しつつ、地域ネットワークや連携協議が必要と考
える。

２　救急医療提供体制
　救急告示は概ね必要であるが、救急受入体制の一層の改善を図るべきであり、救急救命士と医師、看護
師と医師の連携強化、医師や看護師の配置、当直体制の情報発信や周知、消防救急体制の強化、医療設備
や検査体制等の充実などが必要と考える。
　また、道央道苫小牧中央インターチェンジの開設、ＪＣＨＯ登別病院の移築や象徴空間開設に伴う交流
人口などの環境変化への対応及び広域連携の強化が必要である。
　ただし、夜間救急体制が医療スタッフの負担となっている状況把握や救急告示をはずした場合、または、
在宅医療の方向性などの影響も踏まえつつ、救急告示指定の是非を検討すべきである。

３　介護老人保健施設きたこぶし
　きたこぶしは、介護制度の隙間を埋める重要な施設であり、地域で老後を過ごす機能や、町内に慢性期
医療を確保する医療政策が求められ、その開設経緯も踏まえつつ医療政策として機能は維持すべきとの考
えがある。さらに、多床室を導入するなどコスト削減の検討も必要である。
　一方、ホテルコスト増などの利用者負担、採算ベースと町内の代替施設整備状況などから廃止すべきと
の考えもある。
　また、方針策定には、介護医療院の検討も進めるなど多方面から施設の是非を検討すべきと考える。

町立病院改築基本方針に関する調査特別委員会

町長に意見書を提出
　町立病院改築基本方針に関する調査特別委員会は、
10月18日、町長に対し「町立病院改築基本方針の策定
にあたっての意見書」を提出した。

町立病院改築基本方針の策定にあたっての意見書
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４　診療科目
　診療科目は、政策医療としての町の考え（将来像）を明確にして、町民のために必要な科目とは何かを
精査すべきである。
　具体的には、医師確保策として、また適切な医療機関につなげる役割として、総合診療体制（総合医）
の検討や終末医療、整形外科、眼科、耳鼻科についての検討を進めるべきと考える。

５　人工透析診療科
　医師確保など運営体制構築を考慮すると導入は困難であり、町民に納得のいく説明を行いつつ、現行の
無料送迎を継続すべきとの考えがある。
　一方、高齢化を見据え、医師が確保できる見通しと現状分析を行い、人工透析のサテライト化（出張
所）も含めて真剣に検討すべきと考える。

６　リハビリテーション
　リハビリテーション機能の強化は、地域包括ケアシステムの確立のために必要であり、医師や作業療法
士など技師確保を前提に、ＪＣＨＯとの連携強化も視野に入れて充実を図るべきと考える。

７　三連携（予防医療）
　三連携は、福祉分野が担うべきで健診率向上に向けた病院の役割や受診体制の充実、受診環境の向上に
努め、福祉計画の目標達成の強化を図るべき。また、実績ある他の医療機関との広域連携で充実すべきと
考える。
　一方、病院が中心となって、予防医療対策としての三連携を進め、病院長は医療行政全体を指揮する。
または、病院長が保健福祉センターの長となって推進すべきと考える。

８　在宅医療
　地域包括ケアシステム確立を念頭に、在宅医療を支える慢性期医療の役割を明確にして充実を図るべき
である。具体的には、院外ベッドの必要性の検討、福祉関連施設に対する在宅医療提供の検討、終末医療
（見取り）の対応検討に取り組むべきと考える。
　一方、現在の医師体制では訪問診療は難しいので、オンラインシステムの活用など、介護と医療の連携
システムを充実すべきと考える。また、救急医療提供体制の業務量との関係を含めて検討すべきである。

９　医療・経営体制
　更なる体制改善・経営強化を図るべきであり、医療スタッフの確保や経営の安定など、独自権限を持っ
た病院経営体制を確立すべきと考える。そのためには、企業会計全部適用、公設民営化、総合医や経営管
理の外部登用（専門家）など、新たな体制づくりの検討が必要と考える。
　また、検討にあたっては、予防医療に徹する場合に国保会計への影響にも考慮しつつ、医療スタッフの
意思反映を図り、一丸となって取り組んでいく体制づくりを構築すべきである。
　さらに、病院支援の看護学校等と提携するなど医療スタッフの確保策の充実に努めるべきである。

10　経営・財政シミュレーション
　人口減少の課題から年齢階層別の動向分析を行い、ベッド数の規模別による財政シミュレーションや病
院改築による後年度負担の収支見通し（ライフサイクルコスト計算）を検討し、現状延長型と目標達成型
のシミュレーションを示すべきと考える。
　また、町立病院経営改善計画の見直しを行い、目標達成を図る確かな実施につなげることが必要である
と考える。

11　その他
　議会の役割は、公設公営と有床化を前提とする方針案の行
政チェック機能と政策形成機能であるから、町民や議会の意
見を踏まえた町の考え方を明確に示し、それに基づいた利用
環境の向上（たとえば、バス送迎など）の議論が必要と考え
る。同時に、病院を改築して一層の信頼と安心を得るために、
更なる内部の意識改革を進めるべきと考える。　一方、病院
の事業推進にあたっては、十分な議論が必要であり、議論が
成熟していないので、急がずに34年度建設に向けては立ち
止まって議論すべきと考える。
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広
報
広
聴
常
任
委
員
会
は
、
所
管
事
務

調
査
と
し
て
、
町
内
活
動
団
体
と
の
懇
談

及
び
議
会
懇
談
会
の
開
催
検
討
、
議
会
広

報
１
６
４
号
の
編
集
・
発
行
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
定
例
会
９
月
会
議
で
報
告
し
た
。

小
委
員
会

【
議
会
広
報
研
修
会
に
参
加
し
て
】

　

小
委
員
会
は
、
議
会
広
報
第
１
６
４
号

の
編
集･

発
行
、
広
報
広
聴
の
調
査
・
研

究
及
び
議
会
懇
談
会
に
関
す
る
調
査
を
行

っ
た
。

　

広
報
広
聴
の
調
査
・
研
究
で
は
、
８
月

22
日
に
札
幌
で
開
催
さ
れ
た
議
会
広
報
研

修
会
に
参
加
し
、「
議
会
が
も
っ
と
身
近

に
な
る
広
報
紙
づ
く
り
へ
」
の
基
本
と
編

集
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考

え
る
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
る
研
修
会

で
あ
る
が
、
読
み
手
を
引
き
付
け
よ
う
と

す
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
広
報
編
集
の
努

力
が
見
て
取
れ
る
。

　

議
事
や
諸
活
動
が
住
民
に
伝
わ
り
、

「
情
報
共
有
」
さ
れ
る
ま
で
が
、
議
会
の

仕
事
だ
と
す
る
な
ら
ば
議
会
広
報
の
役
割

は
重
要
で
あ
り
、
編
集
に
携
わ
る
一
人
一

人
が
、
こ
う
し
た
研
修
会
を
通
し
、
よ
り

一
層
の
研
鑽
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
10
町
議
会
の
広

報
紙
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
通
し
、
「
住
民
が

読
む
も
の
」
を
念
頭
に
（
わ
か
り
や
す

く
・
読
み
や
す
く
）
、
「
伝
え
る
」
広
報

か
ら
「
伝
わ
る
」
広
報
紙
の
あ
り
方
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
工
夫
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
沢
山
あ
る
が
、
議
会
関
係

者
協
力
の
も
と
、
で
き
る
こ
と
か
ら
前
向

き
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

「
議
会
広
報
」
編
集
の
基
本
姿
勢
と
し

て
、
一
般
住
民
と
の
間
に
あ
る
「
情
報
格

差
」
を
考
慮
し
た
企
画
・
編
集
と
、
議
会

の
活
動
を
身
近
に
感
じ
る
読
者
本
位
の
編

集
（
正
確
で
簡
潔
・
わ
か
り
や
す
い
記

事
・
正
し
い
表
記
）
が
大
切
で
あ
る
こ
と

は
基
よ
り
、
読
者
の
視
覚
を
引
き
つ
け
る

広
報
編
集
の
必
要
性
と
、
読
者
か
ら
の
意

見
（
町
民
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
）
が
反
映
さ

れ
た
議
会
広
報
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

産
業
厚
生
分
科
会

萩
の
里
自
然
公
園
管
理
運
営
協
議
会
と
の
懇
談

（
７
月
19
日
）

　

萩
の
里
自
然
公
園
は
、
平
成
11
年
に

「
萩
の
里
自
然
公
園
管
理
運
営
協
議
会
」

が
設
立
さ
れ
、「
地
域
の
里
山
を
守
る
」・

「
地
域
の
緑
を
宝
と
し
て
未
来
に
つ
な

ぐ
」
を
趣
旨
と
し
て
活
動
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
町
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
中
心
と

な
り
、
自
然
観
察
や
、
散
策
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
環

境
省
の
「
生
物
多
様
性
保
全
上
重
要
な
里

地
里
山
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

〇
課　

題　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

森
林
整
備
の
人
材
育
成
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
高
齢
化
・
後
継
者
の
育
成
等
が
課
題

で
あ
る
。
近
年
、
シ
カ
の
食
害
が
め
だ
ち
、

貴
重
な
植
物
が
食
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
貴
重
な
植
物
の
盗
掘
に
苦
慮
し

て
い
る
。

〇
意　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

萩
の
里
自
然
公
園
は
、
町
内
外
か
ら
認

知
さ
れ
て
い
る
公
園
で
あ
る
。
近
年
で
は
、

自
然
の
中
で
の
健
康
志
向
や
、
植
物
の
観

察
な
ど
で
公
園
内
を
散
策
す
る
人
も
増
え

て
き
て
お
り
、
２
０
２
０
年
の
民
族
象
徴

空
間
開
設
に
よ
り
、
さ
ら
に
公
園
利
用
者

が
増
え
る
と
見
込
ま
れ
、
公
園
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、
協
議
会
の
高
齢
化
に
よ

り
対
応
が
難
し
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
と
し
て
、
早
急

に
公
園
の
方
向
性
・
位
置
づ
け
を
明
確
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
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◎
定
例
会
７
月
会
議

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

◎
定
例
会
９
月
会
議

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

▼
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

◎
定
例
会
９
月
会
議

▼
白
老
町
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

◎
定
例
会
９
月
会
議

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任

・
上
坊
寺　

博
之
氏
（
67
歳
・
栄
町
）

▼
教
育
委
員
会
の
選
任

・
熊
谷　

貴
洋
氏
（
49
歳
・
大
町
）

◎
定
例
会
９
月
会
議

▼
議
員
の
派
遣
承
認

▼
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
報
告

（
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
）

◎
定
例
会
９
月
会
議

▼
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に

関
す
る
意
見
書

◎
定
例
会
７
月
会
議

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
）

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
）

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
工
事

請
負
契
約
の
金
額
の
変
更
に
つ
い
て
）

◎
定
例
会
９
月
会
議

▼
平
成
29
年
度
白
老
町
財
政
の
健
全
化

判
断
比
率

定
例
会
７
・
９
月
会
議

～
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
～

　北海道町村議会議長会から自治功労者表彰状
が贈呈されました。この表彰は永年にわたり議
員等を務め、地域の振興発展に貢献した功績が
認められたものです。
　表彰状の伝達は、９月21日の定例会９月会議
に先立ち行われました。

　胆振管内町村議会議長会から自治功労者表彰
を受けました。10年以上にわたり議員を務め、
地域の振興発展に貢献した功績が認められたも
のです。

▼
平
成
29
年
度
白
老
町
公
営
企
業
の
資

金
不
足
比
率

人
　
事

条
　
例

予
　
算

意
見
書

報
　
告

発
議
案
等

■　

定
例
会
・
委
員
会
等

【
７
月
】

３
日　

全
道
議
会
議
員
研
修
会

12
日　

広
報
広
聴
小
委
員
会

13
日　

議
会
運
営
委
員
会

17
日　

病
院
改
築
基
本
方
針
に
関
す
る

　
　
　

調
査
特
別
委
員
会

19
日　

産
業
厚
生
分
科
会

23
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

定
例
会
７
月
会
議

【
８
月
】

７
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

20
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

病
院
改
築
基
本
方
針
に
関
す

　
　
　

る
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

22
日　

北
海
道
町
村
議
会
広
報
研
修

　
　
　

会

27
日　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

28
日　

病
院
改
築
基
本
方
針
に
関
す

　
　
　

る
調
査
特
別
委
員
会

29
日　

民
族
共
生
象
徴
空
間
整
備
促

　
　
　

進
・
活
性
化
に
関
す
る
調
査

　
　
　

特
別
委
員
会

　
　
　

病
院
改
築
基
本
方
針
に
関
す

　
　
　

る
調
査
特
別
委
員
会
小
委
員

　
　
　

会

30
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

広
報
広
聴
小
委
員
会

【
９
月
】

10
日　

議
会
運
営
委
員
会

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

21
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

定
例
会
９
月
会
議

26
日　

病
院
改
築
基
本
方
針
に
関
す

　
　
　

る
調
査
特
別
委
員
会

■
視
察
対
応

【
７
月
】

５
日　

宮
城
県
加
美
町
議
会　

21
名

【
８
月
】

21
日　

沼
田
町
議
会　
　
　
　

６
名

自治功労者表彰

山本 浩平議員・西田 子議員（議員歴15年）

前田 博之議員・本間 広朗議員（議員歴10年）

実
質
赤
字
比
率

赤
字
額
な
し

連
結
実
質
赤
字
比
率

赤
字
額
な
し

実
質
公
債
費
比
率

15
・
６
％

将
来
負
担
比
率

86
・
０
％

水
道
事
業
会
計

資
金
不
足
額

な
し

国
民
健
康
保
険
病
院

事
業
会
計

資
金
不
足
額

な
し

公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計

資
金
不
足
額

な
し

港
湾
機
能
施
設
整
備

事
業
特
別
会
計

資
金
不
足
額

な
し

■
議
会
の
う
ご
き
■
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■日時
　11月30日（金）10時　一般議案
　12月３日（月）10時　決算審査特別委員会
　　　４日（火）10時　決算審査特別委員会
　　　５日（水）10時　決算審査特別委員会
　　　　　　　　特別委員会終了後　特別委員会
　　　　　　　　の審査結果報告について
　　　10日（月）10時　議案説明会
　　　13日（木）10時　一般質問
　　　14日（金）10時　一般質問
　　　17日（月）10時　一般質問予備日
　　　18日（火）10時　一般議案

■会場　役場議会議事堂
＊変更になることもありますので、詳しい日程は議会事
　務局までお問い合わせください。　℡８２－６６２０

　議会では、議会改革推進の取り組みとして、傍聴
される方が会議の内容を理解しやすいよう、議案の
貸し出しや審議資料を配付しています。
　ぜひご利用ください。

　

東
日
本
本
大
震
災
後
、
あ
る
僧
が
太

鼓
を
叩
き
な
が
ら
慰
霊
の
巡
業
を
し
て

い
た
時
の
話
で
あ
る
。
石
巻
の
あ
る
坂

に
差
し
掛
か
っ
た
時
、
若
い
男
女
た
ち

か
ら
こ
う
呼
び
と
め
ら
れ
た
と
い
う
。

「
私
た
ち
の
子
供
が
乗
っ
た
幼
稚
園
の

バ
ス
が
津
波
で
流
さ
れ
、
子
供
た
ち
は

こ
こ
で
亡
く
な
っ
た
。
あ
な
た
の
太
鼓

の
音
が
、
幼
稚
園
の
運
動
会
の
よ
う
だ

っ
た
。
子
供
も
喜
ぶ
と
思
う
の
で
、
こ

こ
で
お
祈
り
頂
け
な
い
か
。」

　

祈
り
の
後
、
父
母
ら
に
告
げ
ら
れ
た

と
い
う
。

「
運
動
会
で
頑
張
る
子
供
の
姿
を
思
い

出
し
た
。
い
つ
も
泣
い
て
い
た
が
、
子

供
た
ち
に
笑
わ
れ
る
と
思
っ
た
。
今
日

か
ら
私
た
ち
も
頑
張
る
こ
と
に
決
め

た
。」

　

こ
の
た
び
は
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
、

厚
真
町
、
む
か
わ
町
、
安
平
町
を
中
心

に
40
名
を
超
え
る
尊
い
命
が
失
わ
れ
、

土
木
、
農
林
、
観
光
業
を
中
心
に
２
０

０
０
億
円
を
超
え
る
被
害
が
も
た
ら
さ

れ
た
。
白
老
町
も
震
度
５
弱
の
地
震
に

見
舞
わ
れ
、
自
宅
被
害
や
１
１
９
名
の

避
難
者
、
建
築
土
木
、
農
林
水
産
、
サ

ー
ビ
ス
業
な
ど
へ
の
２
億
３
０
０
０
万

円
を
超
え
る
被
害
が
発
生
し
た
。
停
電

と
地
震
の
記
憶
は
生
々
し
く
、
執
筆
し

て
い
る
今
も
白
老
町
災
害
対
策
本
部
が

設
置
さ
れ
、
被
災
自
治
体
へ
の
支
援
を

中
心
に
安
平
町
、
厚
真
町
に
て
職
員
が

懸
命
に
汗
を
流
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

白
老
町
議
会
も
、
緊
急
を
要
す
る
議

案
審
議
を
除
く
全
て
の
会
議
を
延
期
し
、

災
害
対
応
を
最
優
先
す
る
一
方
、
議
員

会
を
中
心
に
議
会
自
ら
も
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
、
私
た
ち
も
、
前
に
歩
い

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

白
老
町
は
重
要
懸
案
が
目
白
押
し
で

あ
る
。
象
徴
空
間
開
設
に
向
け
た
動
き

は
、
道
路
、
駅
な
ど
に
具
体
化
さ
れ
始

め
た
。
駅
北
再
開
発
は
い
よ
い
よ
事
業

者
募
集
に
向
か
う
が
更
な
る
議
論
が
必

要
で
あ
る
。
町
立
病
院
改
築
に
対
し
て

は
、
適
正
な
病
床
数
、
併
設
す
る
き
た

こ
ぶ
し
の
存
廃
、
救
急
体
制
な
ど
11
項

目
で
真
剣
な
議
論
を
行
い
、
こ
の
た
び

２
本
目
と
な
る
意
見
書
を
町
に
提
出
す

る
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
は
財
政
再
建
と

懸
案
課
題
へ
の
対
応
な
ど
、
町
の
課
題

解
決
は
立
ち
ど
ま
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。

　

大
変
な
今
こ
そ
、
私
た
ち
の
努
力
が

試
さ
れ
る
と
き
で
あ
る
。
町
民
各
位
か

ら
の
御
意
見
を
頂
き
、
議
会
を
通
し
て

議
論
し
、
町
の
方
向
性
を
定
め
て
い
く

そ
の
一
歩
を
、
踏
み
出
し
て
い
く
。
私

た
ち
も
従
前
に
増
し
て
頑
張
る
こ
と
に

決
め
よ
う
。

�

（
10
月
15
日　

記　

広
地
紀
彰
）

定例会の予定

審議資料を配付しています

　９月６日（木）午前３時８分に北海道では初めて
となる震度７の大地震が発生し、41人の尊い命を
奪いました。また、この胆振東部地震は、国内でも
例を見ないブラックアウトと呼ばれる北海道全域の
大停電となり、家庭や生産業、流通業、倉庫業、小
売業などに大きな被害をもたらしました。
　白老町議会では、９月11日（火）から定例会９
月会議を開会する予定で、７日（金）に議案説明会
を開催することにしておりましたが、延期を決定し、
定例会の招集も一旦取消すこととなりました。
　その後、議会では町との協議を行いながら、10
日（月）に議会運営委員会、12日（水）に会派代
表者会議を開催し、18日（火）の議会運営委員会
において、定例会９月会議は、緊急議案のみを21
日（金）の１日間として、一般質問及び決算審査等
については、町が災害対応に集中するため災害対策
本部が継続中は緊急案件のみを対応し、災害対策本

部解散後に調整することとしました。
　議会としては、議会活動ができる体制にあり、
町内の安全を確認したうえで、早期に東部３町を
お見舞いに訪問しました。また、独自に町立病院
改築基本方針に関する調査特別委員会を開催する
等の取り組みを進めてきましたが、まだ、余震が
続くなか、白老町の職員は広域応援協定に基づき
全課対象として現地に派遣して災害支援活動を続
けております。
　よって、定例会９月会議は、緊急議案に対応し
た１日間でありましたが、災害対策本部が解散し
た後は、町との調整により速やかに平常に戻す考
えでありますので、皆様のご理解をお願い申し上
げます。

� 議長　山　本　浩　平　

編
　
集
　
後
　
記

定例会９月会議の経過について
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